
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

樹人舎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１２号 令和８年９月１５日 

神埼市立脊振中学校 

文責  校長  岡  英俊 

 

 

 

【学校教育目標】脊振を愛し、進んで学ぶ、たくましい子どもの育成 

【小規模特認校】神埼市内のどこからでも通えます。 

【コミュニティスクール】「地域とともにある学校」3年目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜学校ＨＰ＞ 

～ちょっと、ぶれいく～ 

校舎に大きなスズメバチの巣が 

見つかりました。 

急いで業者の方に駆除していた 

だきましたが、１か月程度経ってい 

るのではないかとの事でした。被害 

が出なかったことは幸いですが・・・。 

校舎２階の端ということもあり、 

まったく気づきませんでした。 

まだ校舎付近でスズメバチを見か 

けます。しばらくは要注意です。 

「一人一人が大事にされ、笑顔あふれる学校」 

【１０月の主な行事】 

３日（土） 脊振まるごと大運動会（9/30振休日） 

      ※３日雨天時は、10/5の授業 弁当持参 

４日（日） ※運動会順延日 

５日（月） 平常授業 弁当持参 

※４日運動会実施の場合は５日振休日 

６日（火） 生徒集会  

※3・4日に運動会ができなかった場合は、 

６日に小中のみの運動会を実施（給食あり） 

７日（水） 生徒会活動（プランター清掃） 

９日（金） 前期通知表配布 

１２日（月） 祝 スポーツの日 

１３日（火） SAGAテスト（３年） 

１４日（水） SAGAテスト（３年） 

１５日（木） 新入生進学説明会・部活動体験 

１８日（日） 県下一斉部活動休養日 

２２日（木） 調理実習（２年） ※予定 

２６日（月） 脊振学園交流（芋ほり）（１年） 

          課題テスト（３年） 

２７日（火） 課題テスト（３年） 

２８日（水） 文化発表会練習開始 

２９日（木） 学校訪問（市教委・教育事務所） 

 

運動会の団別結団式を行いました 

8/31に運動会の団別結団式を行いました。 

紅団、白団に分かれて、 

まず団長、副団長、リーダー 

より決意表明を行い、その後、 

選手決めや係決めを行いま 

した。 

今年度の脊振まるごと大運動会は、昨年度より約１か月

遅い時期の開催（10/３（土））であることから、実際に練

習等で動き出すのはもう少し先となります。しかし、選手決

めや係決めを行いながら、各自、自分たちに多くの出番や

役割があることを再確認したようです。 

自分たちで作る運動会とするために、早め早めに準備

を行い、イメージを膨らませ、当日はステキなものとなること

を期待します。みんなで話し合う姿もステキです。 

育友会環境整備部で草刈りを行いました 

８/29に小学校運動場の草刈りを行いました。早朝より

保護者、職員、多くの方がご参加いただいたことに感謝い

たします。 

実は、夏季休業中に、小学校の支援員さんや用務員さ

んがかなり広範囲の草刈りを進めてくださっていたことも

あり、今回の草刈りでは、トラックとトラック内部はほぼ刈り

終えることができています。しかしながら、運動会までにま

た草は伸びてくると思われます。 

9/19（土）は 

親子ふれあい作業を 

実施予定です。 

ぜひ、ご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区大会を開催するにあたり、保護者のみなさま、地域のみなさまに支えられていることを改めて感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校集会で友情について考えました 

9/14全校集会の校長の話の中で、「泣いた赤鬼」を紹介しました。泣いた赤鬼は、小学校の時に教材とし

て学習した生徒も多いと思います。 

 

あらすじは、人間と友達になりたい赤鬼がそのことを青鬼に相談すると青鬼は、「ぼくが人間の村へ出かけ

て大暴れをする。そこへ君が出てきて、こらしめる。そうすれば人間たちにも君がやさしい鬼だということがわか

るだろう。」という策を思いつき実行します。作戦は成功し、おかげで赤鬼は人間と仲良くなり、村人達は赤鬼の

家に遊びに来るようになりました。 

しばらくして、赤鬼は近況報告もかねて青鬼の家を訪ねます。しかし、青鬼の家の戸は固く締まっており、戸

の脇に「赤鬼くん、人間たちと仲良くして、楽しく暮らしてください。もし、ぼくが、このまま君と付き合っていると、

君も悪い鬼だと思われるかもしれません。それで、ぼくは、旅に出ることにしました。長い長い旅に出るけれど

も、いつまでも君を忘れません。さようなら、体を大事にしてください。ぼくはどこまでも君の友達です。青鬼」と

いう青鬼からの置手紙が貼ってあり、赤鬼は黙ってそれを 2度も 3度も読み上げ、涙を流す。というお話です。 

 

色々な体験や人間関係を経験してきた生徒にとって、改めてこのお話をどう感じ、どう思ったかを気づいても

らうために、「赤鬼と青鬼の友情は成立しているだろうか」と問いかけました。友情は成立している、成立してい

ない、どちらの意見もありました。生徒それぞれが友情について改めて考えるきっかけとなればよいと思います。

２学期は行事もたくさんあります。友情を育むよい機会でもあります。ゆっくり、じっくり考えてほしいです。 

脊振学園の方に残暑お見舞いをお渡ししました 

脊振学園の方に中学校へお越しいただき、全校

生徒が書いた残暑お見舞いを広用紙に貼ってお渡

ししました。 

まだまだ暑い日が続いておりますが、今年は脊振

学園で一緒に植えたサツマイモも順調に成長をし

ているとお聞きしました。 

秋（１０月）には、一緒に芋ほりを行い、おいしい

サツマイモを食べることを楽しみにしています。 

 

秋桜忌～短歌の集い～について 

１１月６日（金）は、脊振中学校の文化発表会で

す。その中で、秋桜忌～短歌の集い～を開催いたしま

す。この「秋桜忌」は今回で１９回目を迎えます。 

脊振ご出身の服巻紫浪先生が郷土に関する歌を

多く詠まれ、本校をはじめとする数多くの小・中学校

校歌の作詞も手掛けられたことから、先生の精神を

受け継ぎ、小・中学生が地域の方々とともに短歌を

詠み親しむことを通じて、脊振を愛し、郷土に誇りを

もって生きる子どもの育成を目指して実施します。 

小・中学生はもちろんですが、保護者や地域の

方々、一般の方から、たくさんの短歌のご応募を期待

しております。 

応募方法等は、学校 HPに掲載しておりますので

ご確認ください。 

また、昨年度 FAXにてご応募された方の中で、送

受信がうまくいかず、残念ながら作品を紹介できな

かったものがございましたので、 

ご応募の際はお間違いのないよう 

ご注意ください。     学校 HP ⇒ 


